
「まるわかりパンフ」で　　　　　
100万人対話を成功させよう！

今月のキーワード

Web

　Web（World Wide Webの略）とは日本語でクモ（蜘蛛）の巣を意味しています。それがワールドワイドに広が
り、情報と情報がまるでクモの巣のように網目状に張りめぐらされた世界をイメージしています。Webとインターネ
ットの違いは、インターネットはコンピューター同士をつないで提供される情報通信技術。Webだけでなく、電子メ
ールやIP電話などの仕組みもインターネットなので、Webはインターネットの技術を利用したシステムの一つです。

今月のキーワード

中秋の名月

　2020年の中秋の名月は10月１日でした。平安の貴族たちは、直接には月を見ずに池や盃（さかずき）に映った月を
楽しんだといわれています。なんとも風流ですね。お月見で飾るすすきは、古くから「神の依り代（よりしろ）」と
考えられていました。依り代とは神様が宿るところという意味です。団子は収穫したお供え。お月見は「神様に対し
て今年の収穫を感謝し、来年の豊作をお願いする」という信仰的な行事です。
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住
民
投
票
の
公
正
・
中
立
を
求
め
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阪
市
に
抗
議
と
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請

自
治
労
連

本
部
か
ら 

桜
井
委
員
長
が
激
励
に

大会に参加する大阪の代議員

よくわかる(^o^)「まるわかりパンフ」

副首都推進局に「公正・中立」を要請
激励する自治労連の桜井委員長（右）
（左は大阪自治労連の有田委員長）

　10月３日、自治労連第42回定期大会が開催されました。
当初は８月に福岡県で予定されていましたが、コロナ禍の
なか、初めてWeb開催となり、大阪自治労連の代議員は
エル・おおさかに集まって大会に参加しました。大阪会場
からは、大阪自治労連の荒田副委員長と大阪府職労の小松
委員長が発言し、討論に参加しました。

荒田副委員長と訴える守口学童の原告団

問
し
ま
し
た
。
平
野
区
な
ど
で

「
大
阪
市
廃
止
反
対
」「
都
構

想
ス
ト
ッ
プ
」
を
訴
え
、
桜
井

委
員
長
は
「
自
治
体
の
役
割
は

住
民
の
福
祉
の
向
上
だ
が
、
こ

れ
が
都
構
想
か
ら
欠
落
し
て
い

る
」「
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で

い
る
時
に
、
住
民
投
票
を
強
行

す
る
維
新
に
住
民
生
活
は
語
れ

な
い
」
と
し
て
、
住
民
投
票
で

反
対
の
意
思
を
示
す
こ
と
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
、
自
治
労
連
本
部

か
ら
桜
井
委
員
長
を
は
じ
め
５

人
が
大
阪
自
治
労
連
を
激
励
訪

　

大
阪
市
が
発
行
し
た
「
特
別

区
設
置
協
定
書
」
の
説
明
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、「
都
構
想
」
推

進
の
一
方
的
な
主
張
が
書
き
並

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
億
数
千

万
円
を
か
け
て
、
大
阪
市
内
に

全
戸
配
布
さ
れ
た
こ
の
パ
ン
フ

は
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
大

阪
市
の
「
公
正
・
中
立
」
が
守

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
大
阪
市

を
よ
く
す
る
会
」
と
「
明
る
い

民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
」

は
９
月
30
日
、
大
阪
市
に
対
し

て
住
民
投
票
広
報
の
あ
り
方
に

対
し
、厳
重
に
抗
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
市
の
住
民
説
明

会
も
反
対
意
見
や
「
都
構
想
」

の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
説
明
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
や
り
方

で
は
住
民
投
票
で
正
し
い
民
意

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
現
場
の
声
を
聞
く
こ
と

を
重
視
。
当
局
対
応
も
強
化
し
、
コ
ロ
ナ
に

関
わ
る
職
免
の
拡
充
や
特
殊
勤
務
手
当
の
引

上
げ
な
ど
、緊
急
の
条
件
整
備
も
実
現
し
た
。

　

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
34
人
の
保
健
師
・

保
健
所
職
員
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
り
、
現

場
の
声
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
発
信
し
、
府
民

か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
応
援
コ
メ
ン
ト
を
現
場

に
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
声
に

力
が
あ
る
と
感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー

ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
の
手
法
を
い
か
し
、
戦
略
を

つ
く
り
、
保
健
師
・
保
健
所
職
員
を
増
や
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
開
始
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

署
名
も
ス
タ
ー
ト
。

　

こ
れ
ま
で
の
動
員
型
・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
消
化
型
の
運
動
で
は
な
く
、
現
場
の
労
働

者
、
当
事
者
が
立
ち
上
が
る
た
め
の
運
動
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

守
口
学
童
指
導
員
の
裁
判
と

「
都
構
想
」
住
民
投
票
に
支
援
を

大
阪
自
治
労
連
副
執
行
委
員
長　

荒
田　

功

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

署
名
集
め
や
職
場
の
声
を
発
信

大
阪
府
職
労
執
行
委
員
長　

小
松　

康
則

コロナ禍で　　　
さらに求められる公務公共の役割

「都構想」住民投票自治労連第42回定期大会

いのち・暮らし守る 地方自治をつくる秋

　

「『
都
構
想
』
？
…
よ
く
わ
か
ら
な
い
」、

「
ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
き
ま
す
。「
説
明
不
足
だ
」
と
い

う
人
が
半
数
以
上
。
そ
ん
な
人
に
読
ん
で
ほ

し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

　

ま
た
、
学
習
会
で
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
、
３
つ
の
焦
点
―
①
「
都
構
想
」
よ
り
コ

ロ
ナ
対
策
、
②
「
都
構
想
」
っ
て
な
ん
な

ん
？
③
「
都
構
想
」
を
や
め
て
こ
そ
大
阪
市

は
よ
く
な
る
、
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
守
口
市
か
ら
学

童
保
育
の
業
務
委
託
を
さ
れ
た

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
今
年

３
月
末
に
指
導
員
13
名
を
雇
い

止
め
し
た
。
怒
り
と
誇
り
を
力

に
10
人
の
指
導
員
が
解
雇
撤
回

と
職
場
復
帰
を
め
ざ
し
て
裁
判

闘
争
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

全
国
か
ら
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

　

こ
の
事
件
は
、
自
治
体
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
儲
け
口
と
し
て
、

地
方
自
治
と
公
務
労
働
を
破
壊

す
る
大
企
業
の
社
会
的
責
任
を

問
う
全
国
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
自
治
労
連
の
中
心

課
題
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

11
月
１
日
に
大
阪
市
の
廃
止

と
特
別
区
設
置
を
問
う
２
度
目

の
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
。
立

場
を
こ
え
て
「
大
阪
市
な
く
す

な
！
」
の
共
同
を
拡
げ
て
い

く
。「
都
構
想
」
は
憲
法
と
地

方
自
治
、
民
主
主
義
破
壊
の
起

爆
剤
で
あ
り
、
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
全
国
か
ら
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。


